







この人が蓠荚粉に触 

I U •:ぃ W _> I 。き. 

へ朽 t を」欠へて: 

“という心な a がレ、わ 

るのか，繊細な味を求 
めて遠来のお各を槊め、 T i^j (栄町5丁目） m 店 
以来12年が tt った。特にアーチストの米客が多いの 
は.«并さん m 身，苦い日に*術をおさめ、そのセ 
ンスがそっくり「味 J に生きているからであろラ0 
ときに、新銳画家やザ典家の作品が『佶更』の壁面 
を飾ることがある。品鲁きは每 H， 洒并さんの笨に 
なる。述« 「グルメ どき」に一品を依賴すると「あ 
わゆき，いってみましょうが」 t 云う。まだ卵-個 
が大切な時代に工夫された庶民の枓坤で，今日では 
出してくれる店ははとんどないそうだ。箸をっける 
と，味はいっもの r 酒丼流」だった。 

撮彩：板橋一明 



^/ATTIit^r^jh 立川市明町 3-33 

TXX I TEL 0425^25 1671 



涧井登志 















25 年的の新婚旅行で夫婦道祖神に出逢った思い出 
にかられて始めましたと語る鶴崎さん夫婦。臨済宗建長 
寺派泉寺(砂川町)では、誰でも中し込めば、思い思 
H 二石の羅漢さんを彫らせてもらえる0—人で無心に彫 
る人もいれば、鶴崎さんのように夫婦で仲睦まじく彫る入 
も。休 H 足を連び、半年がかりで力作を仕上げたサラ 
リーマンもいる。五百羅漢の成就を願い、一体一体が 
刻まれていく。 




流泉寺の五百驩溪彫リは 



えくてびあんレポ ） 




清麗な「時」を彫る 
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月刊 • え<てびあん-立 JII こ語ろろ • 立川に生きよラ 


通巻113% 


三田鶴吉(鄉土史研究家) 


新しいさくら銀行の 
通帳&カード 



f 鳥 さくら銀行 

THL <0425)22-2151 




| 三15油珏•ステ-シ3ン 

01-61-6 «31-2135 


和 a し: 


むぎばたけ 
錦印2十1 tt 26 H )210 


/ストラン篇屋 

| 酿町 2-27-14 »26-3698 

らラむ 
羽衣町 2-27-9 _〇26-3643 

立川商店 
弥 K 町卜30 _ «22-3565 

泰 明 

羽衣® 2-31-1 


« 22 - 


池田屋 

丨商 

店 

錦町 2-1-10 


»22-3731 

寿屋 

f 

店 

錦町 2-1-13 


盼3625 

三田 

花 

店 

錦町 2-5-23 


»24-4187 


く 0や 

畸町 2-9-3 _〇23-2590 

[ビジネスホテルクボタ 

>崎町 2-12-23 _〇22-1122 

[ I 、 なげや立川蕹口店 

縈崎町 2-12-24 026-2947 


022-3353 


文興のないとう 
羽衣町 2-3 M ©22-36 


立 JII 市市民会醣 
I •明 3-3-20 _ 1 K 6-1311 

□ツテリ7边119川 MS 

1537-4413 


•0036 


| 册如ンケーキスタジ 
羽衣町«27-6808 

おそのい時計店 
羽衣®2普2 022-5211 

多摩中頰随 S 斑 GS 
米町 2-66-1 _ 036-9711 

手打ちそば倍更 
栄町 5-12-1 _ »37-0991 

相攮屋酒店 
朱町 5-61-8 _ 036-2476 

森田接臀院 

米町 6-6-25 _ ^36-6240 

畐木健康回復センター 
1-6-21 021-0289 

和蠤子48ゆラぎ 
期!町卜8づ 025-0780 


-3677 _ 季町 4-38 
■たち 


ばな 

幸町 6-1-12 _»37州347 

自然食ばれあな 
裏松町 M -23 024-4560 


白洋舍如ン I 
榮货町 M 7-5 025 -C 


モリタニ漢方晒_ 

崎町 2-2-10 _〇25-1193 

[^颺田酒店 

町 2-2-17 024-2960 

黑笹乃雪 
p 崎町 2-2-9 _ 028-2144 

ウ都市企画 
柴崎町 2-3-13 Q 28-2566 


多摩画 

高松町 2-1-25 


材 

«22-6031 


洋蘿子マリアン 
恥町 2-10-22 1524-3912 

山梨中央费行立,: i 支店 
裏松® I 2-16-13 026-1571 

宝泉菓子店 
高松町 2-27-3 026 -1736 

丸助爾果店 
裏松町 2-4-18 _«22-3542 

肉の導鬥店伊勢屋 
高松町 2-6-20 »24-2734 


ラ•パン 

八 

柴崎町 2-3-3 

024*5000 

LIOURSHOP はなむら 

柴崎町 2-3-9 

«22-2491 

オー□ー ル嫌杏た rmiffi 

* 町 2-4-15 

»27,73 

北京大飯 

店 

柴綺町 2-4-19 

rtZ 2 ^m 

な な 

や 

榮崎町 2-4-22 

025-6980 

• J ツ 

サ 

柴的印 2-4-9 

«21-1978 


びあ 


人がゐて、街があります U 
•I あなたがゐて、立川があります。 

• そこにちよつとだけ、えくてびあん/ 

: リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



| 田中璺美童薬屬 

■ 柴始印 2-5-3 

022-3913 

\im in 

_ 

1柴琦町シ 5-6 

026-2035 

Icaf 6 U □ 

ラド 

1柴獅 2-5-8 

026-2285 

■スタジオ 昍9 

■ 荣關 2-8 

027-0269 

■東 m 


■ 柴_2-9 

»25-0079 

ロッテリア立川購□店 

| 衆崎町卜 1-3 

022-3328 

@ 笠并紙 

店 

1 榮關 3-13-24 

«22-8601 

圓矢 沢* 

科 

荣綺 ©3-16-2 

»25-6600 

■ S ，紀 ノ 

f ill 

賴® 3-4-3 

行25^5825 

■ ラ•フィ 

ネ 

| 柴闕3+2 

»25-2179 

| ■彐シ ダ興金属店 

| 柴鸷町 3-5-4 

022-2448 | 

■東京 相_行31111$® 

| 柴畸 903-6-17 Q 22-2171 

| オリオン害房 

| 柴椅 0 J 3-6-27 

025-3111 | 

|■あさひ 銀行立川支店 1 

| 柴崎印3七-29 

022-4161 | 

■イス バニスタ 

■ 柴 « 町 3-6-3 

022-2969 | 


入船痔 

司 I 

柴轉町3+32 

H 22-2474 1 

サンカメ 

ラ 

柴格町 3-7-22 

行 22-3336 ■ 


ラーメン爾馬 
荣崎町 3-8-2 _〇27-7575 

聚京»民费行立 JH 支店 

柴錡町 3-9-21 _〇22-7107 

*容璽 U ラ 

若蕖町 1-11-1 _〇36-3048 

みふじサイクル 
若葉町 1-12-4 _〇36-7166 

紀ノ国屋立 JN 店 

若*町 1-13-2 _〇36-1604 

ボングー 
若蕖町 1-8-8 _〇35-5551 

大習商寧 

曙町 1-23-9 _ 025-3110 

オリオン靨房ルミネ Hill 店 
W 町 2-1-1 tt 27-2311 

\ Ll ~ m T ^ m ~9 Th ViUBlKJUl 

11町 2-1-1 27,6917 

八王子# t ? SLtl 2：^_ L :硏 

珊町 2 -H 027-1140 

韉日カルチセンター 2111 

» 町 2-1-1 _ 027-6511 

ロッテリア2111ルミネ8 
曙町 2-1-1 _»24-7433 

松下珠 II 塾 

曙® 3-33 »25-1671 


トリッププラザ 

B 町 M 2-1 026-3232 

ケ >^:4-7> r ドン訓》 

■02-12-16 028-2636 

伊勢丹 3 UII 店受付 
■ BI 2-12-2 025-1111 

三菱錶行 fflH 支店 
播町 2-13-3 »24-4121 

トボス HJIIJS 
濯® 2-18-18 »25-0331 

才 U オン霤房 

IWI 2-2-25 023-3311 

印■の宝山堂 
罎町 2-4 025-0111 

アルピ3ン 
IMJ 2-4-28 »25-3824 

«子娜リー7□-ゲ 
嫌® 2-4-28 »27-4138 

7>^フ1.1^トフ H 
囑町 2-4-30 026-1818 

ク U ムト 

W 町 2-4-30 »26-3030 

第一勳業簾行311支8 
薄® 2-4-30 022-5151 

シエ•タスケ 
« 町 2-5-14 027-5959 

さくら銀行 mu 支店 
爾町 2-6-11 022-2151 


サヴ 

■ BT 2-7-10 


025-1662 


人が歩き，物が行き来した遒 
が街道となり i した。立川の明 
辺にも、いくつもの街 is が残-〇 
ています U 嫌竹剌家人が#府へ 
参じる道として作られ ' や 
がて大山 ng でをする庶民 
の道となつたのが嫌 t 街 
道であり、江戶時代に行 
き米した ifl が甲州街道で 
あり•搶原や五日市の薪 
• 炭を運んだ道が五 B 市街 
道です。奥多乎街 it は多！ t 川を 
技で下つてきた来り f たちの飧 
bis でした ■ では、斉梅街道は 
次の3つのうち W を*ぶための 


街道だつたでしょぅか。 

① 江戸城の白 S のための石烘 

② 将革家に献上する梅 
© sgH となる薪•炭 

〔11 月 号の答〕 ❶ 

多«の來京への移管は、 
突然のことで大きな反黎 
を呼びま L た。昭和十八 
年(:東*府から$都に 
立 I 移行する際も東京市が都 
郞だつた三多¥を除外する 
よう主張、過去のいきさつ t 絡 
んで•大变な ill 蹌を^き起こし 
たそうです。多摩が* * 都にな 
るまでの道は被しかつたの tr す。 




スペインの 
絵を描き絞け 
ている画家の 
松永安正さん 
は“成森 fe 叫* 
1バルセ U ナ 
の廚屏から J (白水社)の装 W と神 
絵も手掛けている。そこにはこぅ 
5かれている スペインのレス 
トランではゥェイタ I がォーダ I 
を取り終ぇて' 玢裙に R ってゆく 
時、につこり笑いながら*■ヶ•ア 
プロべ—チェ』と客に声をかけて 
ゆく。『ょいお食事を』とか1ごゆ 
つくり a し卜-がれ j ts つた意味 
らしい•食べることを楽しみ，生 
きることを楽しむスペインの人々 
の心*気が伝わって来る宵葉だ| 
時代をバルセロナで過ご L 
た松永さんは物薛かな容说の中に 
も•『ヶ•アブロべ I チ Kj と^さ 
<に声をかけてくる雰囲気で•現 
地で，描いた絵の数々を兒せてく 
れた。表紙の『裏街」も»近、パ 
ルセ t 3 ナで描かれたものだ”スぺ 
インの M さくさの中にも^かな t » 
熱が潜む松永7丨ルドだ-波は人 

J9 37. 4J* 争 I #f • If * 

ンから連れ帰った搽を飼つている 
し、«|-の锥誌のィラストもチがけ 
ている。また • Hff 檐近くに迷て 
られた RI 地の大_而をデザインす 
るなど•多方而で话躍している。 


JUSrv 令守. X 辛» 
nlaG : 日劫、今. X 迪 wrtB 一 


县 3日 L > 


狖日- 4B 




“轚<2:ス守力 x -/ Qd - わ家 w 

ふ^斟日 cV 

P0^ 


東風 


かつて，西洋科理界にはパレス 
ホテルに田中徳 •• 一郎、資生堂パー 
ラ — 1 : 成石鍈之助 •レストラン • 
キャツスルに荒田勇作といつた斯 
界の P. 星がいた。この時代の n'y 
クさんたちは换務教育をおえると 
でつち小怡という杉で，拥观塌の 
下働きに明け慕れた■先輩から挾 
術を盗み • ない時 TO の中を«つて 
7ランス：舟の勉強を $ ね ' ついに 
H ス n フィエの®*を統みくだし 
てしまう任粢の m 々は：止に 「&? 
時代 j である • 弟 弟 f という牝離 
にあたるのだろう • ホテルォ—ク 
ラの小野正吉，帝国ホテルの H 上 
倍夫といつた人たちが*:<:料理逍 
に磨きをかけ、今日で U 若®「憧 
れの」職 * として•そのすを妓う 
まで <: な <» た • 本誌で *-* TACH 
IKAWA グルメどき j が連教で 
きるまでに、料理人がいきいきと 
その箱を较つている。うれしいな 

崧木荚代子さん{錦 wr) は料现奸 
きが « じて • ご主人が経 SCI てい 
る工務 ei の . 一陪 <: 食堂を Ra いて L 
まつた ” t かく、この手の ef はも 
つたいつけて、 n— キユ—ぶるも 
のだが， *I 木さんの店はザックバ 
ランを絵にしたょうで • 刮烹#が 
とてもょく似合い、人をもてなす 
K びでいつばいなのだ。秋のある 
日，二 FR へあがろうとしたら光客 
と槔れ通いざま「今日は栗ご飯よ」 
と声を份けてくれ； ^. a ず知らず 
のご W 人であつた • えくてびあん 
杜の姿やかえりばな 


■ 集 |: 0 . 田1 - 隽 M 川 ! v 名風 MK 中朽姹士 

|»田说+ +沢正弘 BTSIII 山田 ST 
1 :失班 aK 校«|研并上«ム >n 

スタジ 0 /llle 本多瘭 





今ではすつかりお il 染みになつた 
我等が九中ギタ—部がまたまたやつ 
てくれた〇今*、全日^^校ギタ 
In ンク—ル最優秀11を受實したか 
と思えば、秋には网コンク—ルで3 
年生{シニア)が金寓、1*21 
{ジュニア)が銅 ft を受賞。さらには、 
数々の地域行事への HJK 、 受験勉強 
との両立、チ—ムワ i の良さが蒿 
<秤涵され 8 查貝特別杯に繹いた。 

□ B で構成されるブル—ベルギタ— 
合奏団も来年は十周年を迎え、八— 
モニ—の輪は大きく広がつている。 

I 九中ギタ—部' 活躍嫌< 
立川市立第 
九中学校{守 
sseK 校及》 

のクラシック 
ギタ—部が九 
月十五日、93 
年全日本中学 

校•奪学校 

ギタ—コンタ 
丨ルで、3年 

生{シニァ》 
が金赏、1* 
2年生?11 
M ァ)が銅貧 
を受貪した- 
W せて、地域 
の文化锫等行 
事への数多い 
出演•勉強 t 
の PI 立の努 
力•部 ft のチ 
丨ムヮ—クが 
高く評価され 
て、日本存楽 
教诗協会から 
S 食 M 特別杯 
を啪られた。 

三月の同コンタ—ル！ B 俺秀 

賞に統き • 眘秋逨統の受赏 
である。 

郎长の大栄千®さんは、 
「卜 2 C 八•九日の文化择ま 
で、3年生も毎日2時!«!練 
B を校けてきたことは大変 
だつたけれど、その成采が 
実つて大きな tt をいただけ 
たことは本肖に w しかつた 
です-受聆後、また練習で 
きるのを励みに勉強に頑張 
〇ます」と M る。 

顯問の aft みのり先生は 


孟屋さん都•塞二百：： 1UK 

1/ 



H ク 




十 H 十七： n 、® 46IUI 東京都屮 

学校地区紂抗陸上遒乎権が町 k 

田 rh - で WIS された。都内23 

区と多»7地区，岛部2 

地区の各代表者にょる ▲ 

村抗戦が練り広げられた b 

北多孿两地 P . 代表と I て参 

加した平山稚彥さん(立川 

中3年、若菜町)は男子陸上二百 

メ|トル決勝に進出"二十二秒 

九の好タィムで*勝した。彼が 

小学校4年の時から n I チを統 

けているエリ—卜•ランナ ー 

ズ♦クラブの弁木诚 一 feeu 「走 

るのに理想的体^を持つ^山く 

んは将来が楽しみ」と：雄つた。 

平山さ/ I は学校でも文化祭実行 

委 ftft を務め.0等、««的で明 

るい性格だ。次は国体にと苦実 

に B « 連成を目指す。 


UK 先生、世界# 9 手腱 M 

十 Rbal から十七 n の十〇問 

に漉り•宮埼限で第 lotel 世界べ 

テランズ陆上選手惟人会が闓か 

れた0ショーター、君原健二ら、 

かつての五輪の懷かしい顔たち 

も登場した世界大会だ。マスタ 

丨ズ陸 h 四百メートル60代の部 

?日本紀»を持つ，昭和第一 

学阐商 tic の典網®彦尤生 

61*>は四百メ I 

とリレーの'二«33 

した"四?1メ—卜 

ルでは tit 界の费は e く、^ 

決脒で敗退かとも思ゎれたが 

7位で残り•決»では4位と大 

健抑だった。リレ—ではアンカ 

I を務め日 

本は准11勝 

を*たした0 i 

典銅先生の 

□ マンはグ 

ラウンドを 

世界1:移し 


f (栄町 • 

V トル t 

， に出褐 - 




啪問をしていたこ t から，九屮ギ 
夕—部を削設 L た余良守«先生 
(現武*付山三中)の後を受け琺 
いだ*生徒たちと一緒になつてギ 
夕—を#でる指導に•来良先生 • 
0 B の応抜を得て•宁学校トップ 
レべルのクラブにと*長した • 

•バックで支える OB の力 
毎遇土曜日の夕方になると部室 
<:は、 OB たちが Ife ま〇て<る_ 
九屮ギター部 OB はもちろん' 余 
A 先生が以前衍導していた小甲. 
中ギタ—部 OB も混じつている。 
午代も高校生，大学生、社金人と 
te 広い•このメンバ—で構; A され 
ているのが* 1 n ブル—ベル•ギタ I 
合奏団 J だ•現役の九中のメンバ 
1も、さらに si 度な液#技術を先 
»たちに教えてもらおう t 自分た 
ちの部活の時間が柊つても、來し 
そうに仲 WI に加わつている。 

昭和 IL 十六年べギターを通 I て 
杳来の生活化」を考えていた來皮 
先生が九中にクラシックギタ—部 
を削 is 。 初心者の中学生が馴染み 
やすい杉1:•来»を！*曲3水曜 H を 
除く毎日2時問練^すれば漉でも 
名曲が撕けるょうになると桁導を 
i ねてきた • 

今年三月に問コンク—ル鍛優秀 
赏を受«したメンバ—の一人であ 
る榀 ft 两さんは述べる。 

「三年問の私たちの練習の成果 
と饯辈たちの力 tH 持ちが一つに 
なつて»«秀*を受赏することが 
できて成しく思います。このこと 
は私の想いでの一つになり•合# 
することの索 Bj » ら L さを知ること 
がで きました •みんなで待つてい 
る少しづつの力を合わせて、一つ 
の Ittl を m 赛することを0分の^侍 
ちで味わつて欲しいと思います」 
<定期 i »# 全十阓年紀念法から》 
g 岛先生は•「合*で、相手の気 
持ちに合わせるこ t が身について 
くると、6然に演#もうまくな-9 
ている。*赛がうまくなつている 
なと思うと、人間的にも成 fi して 
いる。このクラブの M 問をやめら 
れないところですね」と笑菊で紐 
つて くれた、 

十一月七池袋で開催された 
-»93来器フェア j にも出演した" 
我等が九中ギタ I 部の#でる和音" 
心ひとつになつた綺 M なアンサン 


真如苑だょり 

今年は真如死で除夜の錨をつい 
てみませんか。稃やかな明るい新 
年を迎えることを睇い…•大晦口 
の夜は例年通〇 ( 午後十時- Y 前 
一時》どなたでも境内を#枰でき 
ます D 钸のつさ手をご希望の方は 
当 n 午後十時半までにお申し込み 
下さい。<尚，受付人数に限りがあ 
りますこと"ご了承 ド さい〇 

»走•心静かにゆく年を想ぅひと 

ときもあつていいのでは . お出 

かけ下さい❶ 

■日時 12月15日¢*) 

2時〜4時 

■卸 本移、真如1 H 物館をはじめと 

して映画など盛リだくさんの用^ 

がしてございます。 

■お申し込み 

は「えくてび 

あん•コンバ 

ニオン J {本誌 

を手渡してく 

れた人> へ。 





漠字一字挿入せょ 

□術は 

七日保たず 

昨日は 

今日の □ 





空に I ボンをかけて 
あなだに贈〇たい。 

爾空 C ビンクの U ポン整かけて « n たら 
だろうな•ギ r \ jL は心と to の nm ユー lb — シ 
ヨン •*. •分を ' J フレツシ3させる 
镯3目舶の*もり鼇沄ぇて<れ«>ゥッ.卜文 
S など•し*いつばい®ラインナップでお两 
5してい家す • 



多^地方の年問雨*は T 1 均一六 00 ミリであって平均 
温度は9度であるという*癸さも35*を越すことは年に 
何回もなく零度になることも光ず何间もない。まことに 
良い地域と云わざるを得ない •* w れや破辞 irt の心配も 
先ず少ないところであり鋏道ら自觔車による交通網 t ま 
あまあであつて良いところ t , ムわざるを得ない。こんな 
良いところに住んでも不平たらたらの人も多くそれが人 
間と云うものであろう*シティーはカントリーよりも A 
い t 云う H 菜がある•町があって村が出米るものであっ 
て村が発 S して町となるものだ t 思つている人が多い， 
その証拠に人は$い土地を求めて住むものなのだ 6 安い 
土地安いところを求めて人の住んだ代表がアメリカなの 
だ◊この多來も安ぃ地の代表であったように江戸の人火 
を契棱にどんどん人には增ぇて来て#までも引越をして 
來て居り新 P をどんどん作つて行つた。と々わけ関東大 
震災 G の*京からの人口の流入は目を a 張るものが A っ 
て軍の i & as : までがその頃からどんどん多*-に根を张り始 
めたのだ。その坪由は? a 候、 is ; 张の容 S 、 水 W •民生度 
などなどであって人：止11年に完成した立川飛行場を皮切 
，に军の飛 tr 場は三、 E 間飛行後会^:办衹行場一など広 
い畑や林がまたたく問に审用^と化し* C 行った。昭和20 

W 安定^^たら した 

I . 

の 一 坪0一「三¥)当たりの大正1>: 苛にほ^£:{ち «平均 
であって現横田基地(多摩飛行*>ぼ•许ではな反011 
〇〇 坪)— 10〇〇 . m » の充り月 >で六；0^£から七〇0 
円なので二円位のものであり,れば粑和13¥-办こしでぁ 
る。{現)森タゥンー^和飛 fr 機 ㈱ .丑収 t そ.の！^を P1 じ 
く.->ているので W 格は同じではなか'たか， t - f - r ^ 昭和 
19肀2片11日に丞成した現国1公務貝立^^济病院| 
(昤单航申 W 係病院 > は坪卜九 W で H 収さ.れている〇で7 


,0 

と云うべきか夢の J :_ うに安か - ot ^.«> である。 


年^のその用地 H 収«?の安さ： 


氓 

/k 

H 

幻 


善 

一 M 


一绿 


年 ra で埸所が遠ぅけれども土版の値上がりも火しづ^ 
嘴にも及ぼして VVK ? とみて. H - VI - であろサ◊多來に4 
土地の値 t がりは昭和 30 年代分％でありと9わけ東*才 

» p » ^ » c —ILt ^ f y. k • %^r _ 秦 •1 I • % > ID • f. » 

ック c 国論も碰んではあるが土浓問辑に阱しては ta い得 


ているとも思われる。|つの 
地城の商！5を分けているが111 
商圈を分け麩逍線路も±手つ 
迫路も商 H を分けているよう 
多摩川も北と南に商圈を分け』 
が ft 渡したところ多 f ? 川ぞ 


も^〇 

き遭路 


わけ一級河川がその 
〇メ丄トルを越すと 
と云われている ffl 逨 
来京と.：ムう世界都市の 
」とは閗4がなぃ 
ベての市は m るい市で 


ある。多/ f 川がもつ fi 力のようなものそれが^®川から 
速のく程に暗い市にしていることは明白である、明るい 
まちと暗いまち#かに見渡してみるのも良い事だ y 既に 
多*-は安い t 地を求めて人の%まるところではなくなり 
つつあり悴滞の時期であるのかも知れない•昭和4年立 
川の野球埸や«技場を寄付されたのは横浜の«»商で成 
功され立川で点火栓(ブラグ)丄場で大成功した野沢源一 
郎氏であったが今その»大な寄付行為を知っている人は 
殆ど®ない。本年7月31日そぱ阵る小雨のように忽然と 
この世を去られた并 hs 労さんの死なども立川の大きな 
力を失ったようだ' ft 川歴史民族資料館設立が夢であった 

わたしたちに八〇〇坪〇 |四 oom 1 》 もの土地をぼんとご 

寄付下さったのは炸上さんであったのだ。あの十地のご 

寄付が無ければ今だに立川には歴 E は出来なかったので 

はなかろうか-また立川の古民家调蛮も£要なわたした 

ちの仕車でもあ-:>たが砂川の組 M 的な存在であった小林 

家を頂赧しこのたび m 元出来たことであった"この落成 

式の挟拶の中で古民家などと云う^さではない10小林家 

E 宅と云う可きだと申上げたが全くその通リだと思う立 

川の人々がこんな立派な家に住んでいたのではないから。 


ことわざ 0 答鄉 
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